

















⑵　以下のURL参照（2019 年 2 月 4 日参照）http://www.innovation-network.jp/
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Mitsuhashi & Rowley, 2010），その研究は 2つの理論的統合を意図したもので
はない。それに対して本稿は，地域イノベーション・ネットワークという具体
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クラスター研究ではしばしば参照される（Fornahl, Henn, & Menzel，2010; 




トワークとみなす研究は，従来から多く存在する（Bell, 2005; Inkpen & 






見解もある（Jacobides, Cennamo & Gawer, 2018）。この点については，後段で言及する。
⑻　日本では，「産業集積」（industrial agglomeration）という用語も使用されるのは，周知のとおり
である。









きたい。これについて，Jacobides, Cennamo & Gawer（2018）は，「ビジネス・
エコシステム」（business ecosystem），「イノベーション・エコシステム」
（innovation ecosystem）と「プラットフォーム・エコシステム」（platform 




























研究が手薄であるとされる（Provan, Fish & Sydow, 2007）。
　以上のような，定式化によると，エコシステムとインベーション・ネットワー





























　こうした状況において，Salvato, Reuer & Battigalli（2017）は，「企業間の





いるという。それにもかかわらず，彼らがThomson Reuter 社の Social Sci-
ence Citation Index（SSCI）を使用して，経営学および経済学領域における
1985 年から 2015 年の論文の引用状況を分析したところ，協働に関する主要な
研究領域が抽出されている。そこでは，「企業間ネットワーク」「戦略的提携」
「R&Dとイノベーション」「信頼（trust）と個人間・グループ間の協働」など，



















































































もあるとされる（Vonortas & Ziulia, 2016: 15）。
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すべての状況をコントロールできるわけではなく」（Pfeffer & Salacik, 1978: 
40），「組織は，必要とする資源を提供する組織の影響を受ける」（Pfeffer & 














Kumar, 2011: 686-687）。「促進焦点」（promotion-focused self-regulation）とは，
快楽の追求を優先する心理的・行動性向であり，「予防焦点」（prevention-
focused self-regulation）とは，不快な状態の回避あるいは安全性を重視する心








































































































































































































































































⒀　この点については，C 財団のプロジェクト・ディレクターが明言していた（2017 年 8 月 10 日聞
取り調査による）。





















































い。これは，今日のように ICT が発達しても同様である。じっさい Chris-
tensen & Pedersen（2018）も，距離的な近接性（proximity）は，知識共有の
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日　時 場所 回答者 時　間
A社 2011 年 8 月 22 日 豊橋市 取締役会長 10：40～12：00
B 社 2011 年 8 月 22 日 豊橋市 代表取締役社長 13：00～14：20
C 社 2011 年 8 月 22 日 豊橋市 代表取締役専務 15：40～17：10
経産省 2012 年 3 月 8 日 東京 課長補佐・課長補佐他 3名 15：00～17：15
C 社 2012 年 3 月 13 日 豊橋市 代表取締役専務 10：30～12：00
2012 年 3 月 13 日 豊橋市 クラスター・マネジャー 15：30～17：30
C 社 2013 年 3 月 12 日 豊橋市 代表取締役専務 10：00～11：30
A 財団 2014 年 8 月 21 日 浜松市 主任 12：30～13：00
D 社 2015 年 2 月 26 日 浜松市 代表取締役・執行役員 10：00～11：30
A 社団 2015 年 3 月 26 日 東京 主任研究員 14：00～15：30
B 財団 2015 年 8 月 19 日 本庄市 専務理事・事務長・課長 11：00～12：15
E 社 2015 年 8 月 28 日 本庄市 代表取締役 13：00～14：20
F 社 2015 年 9 月 16 日 本庄市 代表取締役社長 10：00～11：10
G 社 2015 年 10 月 12 日 本庄市 代表取締役社長・事業本部長 15：10～16：40
H 社 2015 年 10 月 30 日 本庄市 代表取締役社長 14：00～15：40
B 財団 2016 年 3 月 1 日 本庄市 専務理事 14：00～15：00
B 社 2016 年 3 月 14 日 豊橋市 代表取締役社長 14：55～16：00




B 社団 2017 年 11 月 2 日 富山市 専務理事 13：00～14：05
I 社 2018 年 8 月 31 日 鯖江市 取締役 10：25～11：45
（本稿は，早稲田大学特定課題研究助成費（2018B-068 ならびに 2018K-162）による研究成果の一部
である）。
